
虫
送
り

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

富
奥
・
御
経
塚
・
押
野
の

虫
送
り
文化財企画展「野々市の虫送
り」も開催中！　虫送りの歴
史や文化をパネルと資料で紹
介します。
期間　10月６日㈰まで
　　　9:00～ 17:00
　　　（月曜休館）
会場　郷土資料館NoNo

富奥防災コミュニティセン
ターロビーでも、８月 25日
㈰までパネル展を実施してい
ます。

野々市で古くから伝わる虫送り。
稲作地域での伝統行事が、勇壮な
太鼓の演奏とともに現在に受け継
がれていることが貴重であるとし
て、令和６年７月１日に市指定無
形民俗文化財に指定されました。

問い合わせ
生涯学習課　☎ 227－ 6122
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虫送りの現状と今後

INTERVIEW

虫
送
り
は
、
農
薬
な
ど
の
農
業
技
術

が
未
発
達
だ
っ
た
時
代
に
、
火
と

太
鼓
の
乱
打
に
よ
っ
て
害
虫
を
追
い
払
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
行
事
で
す
。
全
国
的

に
見
ら
れ
ま
す
が
、
近
代
化
と
共
に
途
絶

え
た
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内

で
は
現
在
、
３
つ
の
地
区
で
毎
年
７
月
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
行
事
は
夕
方
ご
ろ
始

ま
り
、
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
た
い

ま
つ
を
手
に
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
そ

の
後
、「
虫
送
（
り
）」
の
文
字
を
か
た
ど
っ

た
火
縄
ア
ー
チ
を
く
ぐ
り
、
大
き
な
た
き

火
を
囲
ん
で
太
鼓
の
演
奏
を
行
い
ま
す
。

火
を
使
っ
た
虫
の
駆
除
は
、
古
く
は

紀
元
前
８
世
紀
の
中
国
に
そ
の
記

録
が
見
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
始
ま
っ
た
時

期
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く

と
も
江
戸
時
代
に
は
全
国
各
地
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
加
賀
藩
で
も
「
河
北
郡
・

石
川
郡
は
金
沢
城
に
近
い
こ
と
か
ら
、
事

前
に
虫
送
り
実
施
の
届
け
出
を
す
る
」
と

い
う
制
度
が
元げ
ん
ろ
く禄
元
年
（
１
６
８
８
年
）

に
始
ま
っ
た
と
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

虫
害
は
飢き
き
ん饉
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
害
虫

駆
除
法
を
記
し
た
書
物
『
除じ
ょ
こ
う
ろ
く

蝗
録
』（
江

戸
時
代
後
半
）
で
は
虫
害
を
「
天
下
の

一い
ち
だ
い
か
ん

大
患
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
同
書
で

は
、
油
の
膜
を
田
ん
ぼ
に
張
っ
て
虫
の
動

き
を
封
じ
る
方
法
を
紹
介
し
て
お
り
、
虫

送
り
は
前
時
代
的
な
方
法
だ
と
述
べ
て
い

ま
す
。
駆
除
技
術
の
変
化
と
共
に
、
虫
送

り
は
害
虫
駆
除
よ
り
も
豊
作
の
祈
念
や
、

村
の
青
年
が
力
を
競
う
季
節
の
行
事
と
し

て
の
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

水
田
の
減
少

本
来
、
虫
送
り
は
稲
に
つ
く
ウ
ン
カ
な

ど
の
虫
を
追
い
払
う
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
水
田
の
減
少
で
回
る
と
こ
ろ

が
減
り
、
害
虫
駆
除
の
意
味
が
無
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
火
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
住
宅
街
を
通
る
こ
と
が
危

な
い
と
禁
止
す
る
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
虫
送
り
の
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
く
理
由
が
あ
り
ま
す
。

込
め
ら
れ
た
思
い

日
本
で
は
か
し
わ
手
を
叩
い
て
神
様
に

祈
り
ま
す
が
、
音
を
出
し
て
神
様
を
呼
ぶ

の
は
世
界
中
で
日
本
だ
け
な
ん
で
す
。
そ

し
て
、
太
鼓
は
元
々
、
神
様
を
迎
え
入
れ

る
道
具
で
す
。
つ
ま
り
、
虫
送
り
に
は
、

太
鼓
の
音
で
神
様
を
呼
び
寄
せ
豊
作
豊ほ
う
じ
ょ
う穣

や
家
の
繁
栄
を
願
う
、
と
い
う
思
い
が
根

底
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
思
い
が
隠
さ
れ
て

る
こ
と
を
も
う
一
度
認
識
す
れ
ば
、
ど
ん

な
に
周
り
に
田
ん
ぼ
が
無
く
な
っ
て
も
虫

送
り
を
す
る
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
火
は
重
要
で
す
が
、

火
だ
け
で
は
な
く
音
も
大
事
な
の
で
、「
太

鼓
の
伝
承
」
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市文化財保護審議会 会長

小林 忠雄 さん
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　14の集落がそれぞれに大たいまつのある
スポーツランドふれあい広場を目指します。
各集落が虫送り太鼓を持っていて、叩き方や
太鼓の張り方は異なります。大たいまつは特
に大きく、太鼓が集まっての競演は圧巻です。
また、虫送り後に子ども相撲が行われるのも
特徴。以前は大人の相撲大会もあり、県内各
地から大勢の力士が集まったといいます。

　虫送りにおいて、稲の害虫を「怨霊の悪さ」
とする言い伝えが全国各地にあります。その
怨霊として特に多く名が上がるのは平家の武
将・斉

さいとうべっとうさねもり
藤別当実盛です。しかし富奥地区では、

一向一揆に敗れた加賀守護・富
とが し
樫政

まさちか
親の怨霊

が害虫を招いており、その霊魂を鎮めるため
に虫送りを行っているという伝説が残ってい
ます。

３つの虫送り　共通点と特徴

全
国
的
に
見
ら
れ
る
行
事
な

が
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
様

態
を
変
え
る
虫
送
り
。
特
徴
的
な

「
虫
送（
り
）」の
文
字
を
か
た
ど
っ

た
火
縄
の
ア
ー
チ
は
、野
々
市
市
・

白
山
市
近
辺
で
見
ら
れ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
野
々
市
市
内
の
虫
送

り
も
全
く
同
じ
で
は
な
く
、
地
区

固
有
の
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
虫
送
り
の
共
通
点
や
特
徴

を
、
今
年
の
写
真
と
と
も
に
紹
介

し
ま
す
。そ

の
他
の
写
真
は

こ
ち
ら
▼

富奥
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押野

御経塚

高
た か み む す び
皇産霊神社を出発し、青年団が太鼓を担

いで叩く後ろをたいまつを持つ子どもが続き
ます。辻（交差点）などでは太鼓の演舞を行
います。押野中央公園に到着すると、「虫送」
の火縄のアーチをくぐり、大たいまつの前で
盛大な太鼓の乱打を繰り広げます。バチはオ
オバイ（径約６㎝、長さ1ｍ）とコバイ（径
約10㎝、長さ40～50㎝）の２種類があり、
他地区に比べて太いのが特徴です。

　御経塚や横江（白山市）と、互いの虫送り
の日に太鼓を担いで応援に行く「イイ」とい
う文化も残っています。また、次のような伝
説が残されています。「昔、前田の殿様が高
尾の山に鷹狩りに出かけ、夕暮れごろに平野
を見下ろすと村々の虫送りのたいまつの灯り
が見えた。ひときわ大きなたいまつを掲げる
村があったので『どこの村か？』と家臣に尋
ねたところ押野村のたいまつであった」

佐
さ な た け
那武神社を出発し、押野地区と同様に太

鼓を持つ青年団にたいまつを持つ子どもの一
団が続き、辻などで太鼓の演舞が行われます。
御経塚史跡公園に着くと「虫送」の火縄アー
チをくぐり、大たいまつ前での太鼓の乱打が
行われます。御経塚の太鼓のバチは柳ででき
ており、河川の近くで採取したものを加工し

て使用しています。枝は細長く、少し反りが
あるものがしなっていて叩きやすいとされ
ています。
　押野同様、古くから「イイ」が行われ
ているほか、かつては「ハタオクリ」
といって「五穀成就稲

いなむしおく
虫送り」と書い

た旗を道中持って歩いたといいます。

て使用しています。枝は細長く、少し反りが
あるものがしなっていて叩きやすいとされ

　押野同様、古くから「イイ」が行われ

り」と書い
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3 地区の虫送りの指定により、野々
市市指定無形民俗文化財は 10件とな
りました。
　無形とは、建造物や美術品などと異
なり「形がない」ものを指します。市
では、昔から受け継がれてきた所作や
芸態を、無形民俗文化財として指定し
ています。
　野々市じょんから節は、毎年夏に行
われるじょんからまつりで盛大に披露
されています。また、市内の獅子舞・
野菜神

み こ し

輿は、毎年 10月に秋祭りに合
わせて実施されています。

野々市市の
無形民俗
文化財

野々市デジタル資料館で、
映像が見られます！

野々市じょんから節 粟田の獅子舞

豊年野菜神
み こ し

輿 中林の獅子舞

本町一丁目の獅子舞 本町四丁目の獅子舞本町三丁目の獅子舞

　市教育委員会では、市内の古い写真や資料を収集しています。また、古い家屋や蔵などの解体前に連絡を
いただければ、資料の有無の確認もできます。心当たりのある人は情報提供をお願いします。
※買い取りを行うものではありません。

古い写真や資料を捨て
ないで！

資料の一例
古写真・古文書・
古いチラシ（引
き札）・古絵図・
古典籍など

連絡先
生涯学習課
☎ 227－ 6122
     shougai@
　city.nonoichi.lg.jp
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野
々
市
市
の
消
防
団
で
は
、
５
つ
の
分

団
で
１
１
０
人
以
上
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
年
齢
は
20
～
60
代
と
幅
広
く
、
職
業

も
会
社
員
、
自
営
業
、
公
務
員
、
大
学
生

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
本
町
・
富
奥
・
郷
・
押

野
の
各
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
団
が
あ
り

ま
す
。

６
月
23
日
㈰
、
消
防
活
動
へ
尽
力
し
た

団
員
や
そ
の
家
族
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

被
表
彰
者

■
石
川
県
知
事
表
彰

▽
銀
盃
を
授
与
す
る
表
彰

小
堀

修
一
（
第
３
分
団
長
）

宮
崎

英
明
（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

倉
　
　
美
佐
（
第
５
分
団
）

▽
配
偶
者
等
感
謝
状

石
浦

志
乃
（
副
団
長

石
浦
隆
）

■
石
川
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
労
章

小
堀

修
一
（
第
３
分
団
長
）

▽
功
績
章

熱
野

竜
一
（
第
１
分
団
長
）

後
藤

龍
哉
（
第
１
分
団
副
分
団
長
）

▽
勤
続
功
労
章

扇
　
　
拓
也
（
第
４
分
団
）

砂
山

寛
樹
（
第
３
分
団
）

本
多

尚
隆
（
第
３
分
団
）

上
田
　
　
誠
（
第
２
分
団
）

平
　
　
重
成
（
第
２
分
団
）

水
落

明
弘
（
第
２
分
団
）

岩
本

義
正
（
第
４
分
団
）

■
白
山
野
々
市
川
北
消
防
連
合
会
長
表
彰

▽
永
年
勤
続
表
彰

斉
藤

利
一
（
第
４
分
団
）

中
村

洋
一
（
第
３
分
団
）

蓮
覚
寺
佑
介
（
第
３
分
団
）

亀
田

崇
史
（
第
１
分
団
）

▽
退
職
役
員
感
謝
状

中
野

隆
信
（
前
団
長
）

乾
野

雅
之
（
前
第
１
分
団
長
）

林
　
　
浩
陽
（
前
第
２
分
団
長
）

　災害発生時に活躍する消防団員を募集しています。火災発生時
の消火活動や地震などの災害時に救助活動などを行います。消防・
防災活動に意欲のある健康な人を待っています。ぜひ、総務課防
災安全係（☎ 227－ 6051）まで連絡ください。
入団資格
市内在住・在勤の心身ともに健康な 18歳以上の人
待遇・各種補償など
　＊報酬などの支給、退職報償制度
　＊活動服・活動靴などの支給（貸与）
　＊�公務災害補償や福祉共済制度によるけがや病気などへの対応
　＊各種表彰

野々市市消
防団

� 団員募集 !!

地
域
防
災
の
要

消
防
団
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